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１． 研究課題

時代の変革期において、建築の概念も変化してきており、その自覚のもとに建築デザインを介し

て、社会における多様で、新しいニーズにどのように対応していくかが問われている。建築的遺構

の修復・再生とそれに伴う街の活性化支援、地方歴史的都市の街づくり支援、また都市の文化的施

設の多様な展開における記念館等建築の今日的在り様、さらに幼児・初等教育環境の空間的在り方

などをキーワードとして、当該研究は建築デザインが社会におけるニーズ動向に対応して、多様で、

新しい生活空間要求に支援という視点で、それらの課題をどのように実現できるかを、問うもので

ある。

２． 主な研究成果

2.1 漱石山房記念館

日本で唯一の夏目漱石に関する記念館として2017年9月24日に開館した。建築デザインの指導、

それに伴う設計監理の指導、また漱石が関わった庭の造園デザインの指導、展示デザインへの協力

等を充当した。主研究として開館まで、新宿区主催の「漱石山房記念館設計プロポーザルコンペテ

ィッション」の一位作品で、2016 年 4 月に着工し、2017 年に建築工事竣工、以降展示工事が 9 月

まで継続し、当該月末に開館を迎える。本計画の設計監理指導を年度初めから今日まで行ってきた。

2017 年 9 月 24 日の開館まで、展示に関するこれからの作業も見守りながら作業を進めているとこ

ろです。

2.2 人間生活遺構研究

九州、佐賀県鹿島市を対象に街づくり提案を行うとともに、江戸時代から続く酒蔵のある歴史都

市である本市のさまざまな研究を行ってきた。7 年目に入った今年度は、昨年に続き“観光”をキ

ーワードとして、観光の見方を新しい角度で捉えること、今年度は外国人から見た観光の在り方を

問うことでということで、これまでの歴史的な建築遺構、自然景観に依拠した象徴的認識に対して、

鹿島の市民の日常生活圏自身が観光対象になりうることの見方を示すことができた、と考える。
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5、研究活動の課題と展望

建築デザインは社会動向（政治、経済、文化、生活等全般）に直催に関わる事象であるがゆ

えに、常態が本質的に変容を旨としている。現在という状況は、ある傾向を不変として継続、

維持していこうとしがちであり、建築デザインの本質的様態を時間の急速な展開の内に見逃し

てしまいかねない。社会の動向にあるニーズを改めてとらまえ、建築デザインの概念を生活支

援に向けて、常に更新していくことが望まれる。生き生きとした取り組む姿勢が必要とされよ

う。その意味で、この 1 年間は夏目漱石の存在を建築に表現するという難しい課題を通して、

社会に向けて作品を訪れた方に向けてメッセージを送ることができたように思う。


